
 

 

 

11 款 

災害復旧費 



 



編 6 章 3 47

款 11 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制

指標と単位当たりコスト

①

⑤

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
③

単位当たりコスト 円/件 7,534,991 4,191,620 3,713,574 △ 478,046
②

活動
指標

整備件数 件 1 1 1 0
―

対前年度（ｂ－ａ） 指標値の増減要因

その他 人件費比率 ％ 100.0 100.0 91.1 △ 8.9

計 0.50人 0.50人 0.43人 △ 0.07人

指標名 単位 29年度 30年度（ａ） 元年度（ｂ）

任期付職員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

再任用職員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

一般職員 0.50人 0.50人 0.43人 △ 0.07人

小計 7,535 4,192 3,714 △ 478

小計 7,535 4,192 3,714 △ 478

移転費用 0 0 0 0

その他 0

小計 0 0 0 0
△ 9,594△ 9,5940△ 9,414特別収支差額（Ｂ）

△ 8,860△ 13,051△ 4,192△ 16,949
本年度収支差額
（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

0

徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0

0 0 特別収入 0 0 0 0

29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

小計 0 0 332 332

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 0 0 0 0

332 332 その他 0 0 256 256

その他 0 0 0 0 小計 0 0 256 256

0

物
件
費
等

物件費 0 0 0 0 使用料及び手数料 0 0 0

維持補修費 0 0 0 0 繰入金 0 0 0 0

減価償却費 0 0

小計 7,535 4,192 3,381 △ 810 分担金及び負担金 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 都支出金 0 0 0 0

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 3,631 0 0 0

賞与・退職手当引当金繰入額 3,904 568 272 △ 296 国庫支出金 0

3,624 3,109 △ 515

経
常
収
入

保険料 0

0

0 0

根拠法令等 八王子市水循環計画

事業目的
（最終的に目指す状態）

平成29年10月に発生した台風21号により被災した雨水排水施設について、二次災害を未然に防止し、市民生活の
安全を図る。

勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

事業概要 事務事業評価シート（令和元年度（２０１９年度）事業）

事務事業名 雨水排水施設の復旧事業 事業類型 ハード事業

予算科目 会計 一般会計 災害復旧費 災害復旧費 土木施設災害復旧費

担当部課 水循環部　水環境整備課

基本計画 施策番号 健全な水循環の再生
まち・ひと・しごと
創生総合戦略 － －

734△ 3,457△ 4,192△ 7,535経常収支差額（Ａ）

特別費用 9,414 0 9,594 9,594



平成29年10月に発生した台風21号により被
災した雨水排水施設について、早急な復旧
工事の施工及び渇水期での施工を完了

目標に対する
事業実績

丸山町1番地29先
（工事）雨水排水施設工事　14.6ｍ

課題への対応

早急な復旧および渇水期での施工を完了し
た。

解決

元年度評価 達成
次年度（3年度）

以降の展開
廃止

事業実績

元年度目標
平成29年10月に発生した台風21号により被災した
雨水排水施設について、二次災害を未然に防止
し、市民生活の安全を確保

30年度末時点
の課題
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款 11 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制

指標と単位当たりコスト

①

―△ 73,602――経常収支差額（Ａ）

特別費用 ― ― 370,590 ―

事業概要 事務事業評価シート（令和元年度（２０１９年度）事業）

事務事業名 道路・橋りょうの復旧事業 事業類型 ハード事業

予算科目 会計 一般会計 災害復旧費 災害復旧費 土木施設災害復旧費

担当部課 生活安全部　防災課、道路交通部　路政課、管理課、建設課、補修センター

基本計画 施策番号 ―
まち・ひと・しごと
創生総合戦略 － －

根拠法令等 ―

事業目的
（最終的に目指す状態）

台風により被災した道路・橋りょうの復旧

勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 ― ― 0 ―

賞与・退職手当引当金繰入額 ― ― 37,014 ― 国庫支出金 ―

― 36,588 ―

経
常
収
入

保険料 ―

―

― 0 ―

その他 ― ― 0 ― 都支出金 ― ― 0 ―

小計 ― ― 73,602 ― 分担金及び負担金 ― ― 0 ―

物
件
費
等

物件費 ― ― 0 ― 使用料及び手数料 ― 0 ―

維持補修費 ― ― 0 ― 繰入金 ― ― 0 ―

減価償却費 ― ― 0 ― その他 ― ― 0 ―

その他 ― ― 0 ― 小計 ― ― 0 ―

小計 ― ― 0 ―

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 ― ― 0 ―

徴収不能引当金繰入額 ― ― 0 ―

0 ― 特別収入 ― ― 51,404 ―

29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

その他 ―

小計 ― ― 0 ―
―△ 319,186――特別収支差額（Ｂ）

―△ 392,788――
本年度収支差額
（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

―

小計 ― ― 73,602 ―

小計 ― ― 73,602 ―

移転費用 ― ― 0 ―

一般職員 ― ― 4.56人 ―

任期付職員 ― ― 0.00人 ―

再任用職員 ― ― 0.50人 ―

計 ― ― 5.06人 ―

指標名 単位 29年度 30年度（ａ） 元年度（ｂ） 対前年度（ｂ－ａ） 指標値の増減要因

その他 人件費比率 ％ ― ― 100.0 ―

②

③

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
⑤



事業実績

元年度目標
令和元年台風１９号等により被災した道路・橋りょう
の復旧のため応急対応及び復旧工事等を行う。

30年度末時点
の課題

―

目標に対する
事業実績

令和元年台風１９号等により被災した道路・橋りょう
の復旧のため応急対応及び復旧工事等を行った。

土砂・がれき撤去及び道路清掃
草刈及び街路樹等維持
道路復旧工事

課題への対応

―

―

元年度評価 達成
次年度（3年度）

以降の展開
現状維持
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款 11 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制

指標と単位当たりコスト

①

―△ 36,152――経常収支差額（Ａ）

特別費用 ― ― 148,577 ―

事業概要 事務事業評価シート（令和元年度（２０１９年度）事業）

事務事業名 水路の復旧事業 事業類型 ハード事業

予算科目 会計 一般会計 災害復旧費 災害復旧費 土木施設災害復旧費

担当部課 水循環部　水環境整備課

基本計画 施策番号 健全な水循環の再生
まち・ひと・しごと
創生総合戦略 － －

根拠法令等 八王子市水循環計画

事業目的
（最終的に目指す状態）

令和元年（2019年）10月の台風19号により被災した雨水排水施設について、早急に復旧を行うとともに、二次災害を
未然に防止し、市民生活の安全を図る。

勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 ― ― 0 ―

賞与・退職手当引当金繰入額 ― ― 18,141 ― 国庫支出金 ―

― 17,933 ―

経
常
収
入

保険料 ―

―

― 0 ―

その他 ― ― 0 ― 都支出金 ― ― 0 ―

小計 ― ― 36,074 ― 分担金及び負担金 ― ― 0 ―

物
件
費
等

物件費 ― ― 0 ― 使用料及び手数料 ― 0 ―

維持補修費 ― ― 0 ― 繰入金 ― ― 0 ―

減価償却費 ― ― 78 ― その他 ― ― 0 ―

その他 ― ― 0 ― 小計 ― ― 0 ―

小計 ― ― 78 ―

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 ― ― 0 ―

徴収不能引当金繰入額 ― ― 0 ―

0 ― 特別収入 ― ― 23,382 ―

29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

その他 ―

小計 ― ― 0 ―
―△ 125,195――特別収支差額（Ｂ）

―△ 161,347――
本年度収支差額
（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

―

小計 ― ― 36,152 ―

小計 ― ― 36,152 ―

移転費用 ― ― 0 ―

一般職員 ― ― 2.33人 ―

任期付職員 ― ― 0.00人 ―

再任用職員 ― ― 0.15人 ―

計 ― ― 2.48人 ―

指標名 単位 29年度 30年度（ａ） 元年度（ｂ） 対前年度（ｂ－ａ） 指標値の増減要因

その他 人件費比率 ％ ― ― 99.8 ―

2,582,273 ―
②

活動
指標

復旧箇所（工事） 箇所 ― ― 14 ―
―

③
活動
指標

復旧箇所（委託） 箇所 ― ―

単位当たりコスト 円/箇所 ― ―

40 ―
―

単位当たりコスト 円/箇所 ― ― 903,796 ―

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
⑤



事業実績

元年度目標

令和元年（2019年）10月の台風第19号により被災し
た雨水排水施設の早期復旧を目的とした、水路の
しゅんせつ等委託及び復旧工事（令和元年度分）の
実施

30年度末時点
の課題

―

目標に対する
事業実績

被災箇所が多く、また、河川内での施工時期等を考
慮し、年度内執行が不可能なことから、優先順位を
決め段階的に復旧を行った。なお、事業費の一部を
翌年度に繰り越す。

災害復旧箇所
　工事　　　　　　　　　14箇所
　浚渫・管きょ清掃　　　 40箇所

課題への対応

―

―

元年度評価 達成
次年度（3年度）

以降の展開
現状維持
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款 11 項 01 目 01

行政コスト計算書 （単位　千円）

事業の人員体制

指標と単位当たりコスト

①

⑤

④
単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/

単位当たりコスト 円/
③

単位当たりコスト 円/
②

対前年度（ｂ－ａ） 指標値の増減要因

その他 人件費比率 ％ 100.0 0.0 49.1 49.1

計 0.92人 0.00人 0.47人 0.47人

指標名 単位 29年度 30年度（ａ） 元年度（ｂ）

任期付職員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

再任用職員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

一般職員 0.92人 0.00人 0.47人 0.47人

小計 13,864 2,333 13,913 11,579

小計 13,864 2,333 13,913 11,579

移転費用 0 0 0 0

その他 0

小計 0 0 0 0
△ 25,090△ 25,0900△ 42,815特別収支差額（Ｂ）

△ 92,843△ 39,00353,840△ 50,808本年度収支差額（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）

0

徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0

0 0 特別収入 0 0 0 0

29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

小計 0 2,333 7,076 4,743

そ
の
他
の
業
務
費
用

支払利息 0 0 0 0

7,076 4,743 その他 5,871 56,174 0 △ 56,174

その他 0 0 0 0 小計 5,871 56,174 0 △ 56,174

0

物
件
費
等

物件費 0 0 0 0 使用料及び手数料 0 0 0

維持補修費 0 0 0 0 繰入金 0 0 0 0

減価償却費 0 2,333

小計 13,864 0 6,837 6,837 分担金及び負担金 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 都支出金 0 0 0 0

経
常
費
用

業
務
費
用

人
件
費

職員給与費 6,681 0 0 0

賞与・退職手当引当金繰入額 7,184 0 3,438 3,438 国庫支出金 0

0 3,399 3,399

経
常
収
入

保険料 0

0

0 0

根拠法令等 ―

事業目的
（最終的に目指す状態）

　台風等により被災した公園・緑地等の復旧工事を行い、原状回復を行う。

勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a) 勘定科目 29年度 30年度(a) 元年度(b) 対前年度(b-a)

事業概要 事務事業評価シート（令和元年度（２０１９年度）事業）

事務事業名 公園・緑地の復旧事業 事業類型 ハード事業

予算科目 会計 一般会計 災害復旧費 災害復旧費 土木施設災害復旧費

担当部課 まちなみ整備部　公園課

基本計画 施策番号 誰もが快適なまちづくり
まち・ひと・しごと
創生総合戦略 － －

△ 67,753△ 13,91353,840△ 7,993経常収支差額（Ａ）

特別費用 42,815 0 25,090 25,090



―

目標に対する
事業実績

　被災した11公園等のうち７か所（梶原谷緑地、西浅
川児童遊園、元横山２号河川敷広場、高尾梅の郷
まちの広場、摺指まちの広場、廿里まちの広場、高
尾上宿公園）を復旧した。

課題への対応

―

―

元年度評価 達成
次年度（3年度）

以降の展開
廃止

事業実績

元年度目標 　令和元年東日本台風により被災した公園等の復旧
30年度末時点

の課題


